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学術講演会報告
前号（第7号、10月31日発行）で、今年度第

4回までの学術講演会の紹介を行っています

が、それ以降も4回の学術講演会が開かれてい

ます。以下はその演題と講師です。

11月27日

「ＥＵにおけるコーポレート・ガバナンス」

ベルリン技術経済大学教授（元副学長）

ユルゲン・ケスラー氏

12月4日

「グローバル化社会における企業とヒトの生き方

―21世紀は社会への貢献度を競い合う時代―」

中外製薬株式会社顧問 岡崎 彬氏

12月11日

「ロバスト・デザインと国際競争力－日本企業に

秘められた競争力の源－」

米国テンプル大学フォックス経営大学院教授

小田部 正明氏

12月12日

「カシミヤ・ビクーニャをとりまく環境と中国、ペル

ー」

株式会社リーフ代表取締役 宮嶋 勇幸氏

2007年度ゼミ（研究演習）所属の確定
第2学年の秋学期の開始と同時に始まりまし

た「2007年度のゼミ所属」が、先日確定しま

。 、 「 」、した 商学部では 第3学年に 研究演習Ⅰ

第4学年に「研究演習Ⅱ」が履修できます。2

年間にわたる専門分野のゼミ活動を通じて、

担当の先生や同じ目的意識をもった仲間たち

と “将来の夢”について大いに語り合いま、

しょう。来年度にゼミ選考をする1年生の皆さ

んは、多くの授業を通じて、様々な専門分野

があることを認識しておきましょう。

秋学期試験始まる！
今年度も早いもので残すところわずかとな

り、秋学期の定期試験の時期を迎えました。

「 」この学期で学んできたことの理解度を 点検

( ) ( )する定期試験が2007年1月15日 月 ～26日 金

に行われます。今年度の締めくくりであるこ

の定期試験をフェアな精神で悔いの残らない

!よう全力で頑張りましょう

卒業論文の提出締め切る
2007年1月9日 火 に今年度の卒業論文の提( )

出が締め切られました。卒業論文の提出を無

事完了された4年生の皆様ご苦労様でした。卒

業論文は研究演習で2年間研究に打ち込んでき

たことの集大成であるとともに、商学部で4年

間学んできたことの証です。来年度以降に提

出を予定している学生の皆さんも、毎年この

時期に提出の締め切りがあることを記憶にと

どめて、研究に益々励んでください。

Business Wings !発刊迫る
商学部では毎年卒業式にあわせて3月に

という機関誌を発行していまBusiness Wings
す。この雑誌の記事の収集などは主にゼミか

ら選出された 編集委員の学生Business Wings
の皆さんが行っており 「学生の学生による、

学生のための雑誌」です。この雑誌にはその

年度の卒業論文のすべてのタイトル一覧と、

各ゼミから選出された優秀論文の要旨が掲載

されます。また、その年度に開催された学術

講演会の要旨やさまざまな分野で活躍されて

いる学生の皆さんや卒業生の方々からの寄稿

なども掲載されており話題も豊富です。是非

ご一読ください。

商学部オブジェ紹介

この写真と同じオブジェが商学部本館のＱ.

どこかにあります。

?さて、どこにあるでしょうか

(このオブジェの紹介については裏面をご覧ください。)



みんなで応援しよう！

阪神からドラフト4巡目指名
「 」1月10日から阪神タイガースの寮に入ります

商学部4年 清水 誉 君（しみず たかし）

「関学に進学して、スポー

ツと学業が両立できる環境

で4年間野球に打ち込めたこ

。とに本当に感謝しています

素晴らしいコーチや友人達

にも恵まれました。

また、先日、同じ関学商学部出身の田口壮

選手（セントルイスカージナルス）と練習を

させていただいた時は、田口選手のオーラを

感じました。田口選手のような超一流の選手

と一緒に練習をし、同じレベルを目指して頑

張ろうとしたことは本当に良い勉強になりま

した。

阪神タイガースは地元の球団で、周りにタ

イガースファンも多いですし、学生や友達が

注目してくれます。みんなの期待に応えられ

るように一日でも早く1軍に上がって頑張りた

いです 」。

～表面のオブジェついて～
表面の「愛」と書かれた額は、H.W. ア

ウターブリッヂ第7代院長（在任1954～56

年）の筆になるもので、元々は、商学部

本館の西隣（現在の第4別館）にあった商

学部旧チャペルの正面入口に飾られてい

ました。アウターブリッヂ院長は 「愛」、

という字には「心」と「友」があるので

好きだと言っておられたそうです。チャ

ペルで身につけるべきもっとも大事なも

。のが何であるかをこの書は示しています

前号のクイズの答え

前回紹介した絵

画は, 商学部本館

2階のチャペルに

飾られています。

（右の写真を参照

してください。)

退職教員より

辻 学 宗教主事

1997年4月から10年間、宗教

主事として勤めた商学部をこの

。3月で辞することになりました

キリスト教の狭い世界で育って

きた自分には、経営や会計、マ

ーケティングといった商学部の

世界は非常に新鮮で、驚きに満

ちていましたが、どちらかといえば、宗教に携わっ

てばかりいた自分のほうが「変わっている」のだと

気づくまでにそう時間はかかりませんでした。今で

はすっかりこの水に自分も馴染んで 「商学部的」な、

発想のできる宗教主事になったと思います。

商学部では素晴らしい同僚や学生諸君との出会い

。 。が数多くありました その一つ一つが自分の宝です

商学部に来て本当に良かったと思っています。

4月からは広島大学で宗教学（キリスト教思想）を

教えることになりました。国立大学でキリスト教を

講じるというのもまた新鮮な、未知の領域です。商

学部で学んだことを大事にしつつ、新しい出会いを

期待して広島へ旅立ちたいと思います。ありがとう

ございました。

＜＜ 教員紹介 ＞＞

海道 ノブチカ 教授 安田 聡子 専任講師

株主利益重視のアングロサクソン 米国留学時代、 の授業Banking
型の企業経営がグローバルスタンダ の話です。大変厳しい授業で、毎

ードであるという考え方が支配的で 月2度の論述テストがありました。

すが、株主以外のステイクホルダー 渡米直後の私には歯が立たず、い

も考慮したヨーロッパ型の企業経営 つも泣いていました。努力しても

には、どのような特徴があるかを授 結果が出ないということをはじめ

業を通して学生の皆さんに伝えています。 についても て体験しました。それでも毎回、モデルをきちんと書いEU っ

と知ってもらうため関学では神戸大学、大阪大学とで て粘りに粘って・・・そして最終試験の日、私に下されEU

インスティテュート関西（ 関西）を立ち上げ、3大学 た判定は「 プラス 。思わず先生に「 」とEUIJ B Thank you!」

単位互換の様々な授業をおこなっています。図書館3階の お礼を言ったら、先生は怖い顔で「 」No, you acquired．
産業研究所が 関西の関学事務局です。資料がいろい と私をたしなめた後、満面の笑み 「結果とは自分で獲得EUIJ 。

ろありますのでぜひお立ち寄りください する（ ）ものなんだ」と知りました。。 acquire
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